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W76a 「すざく」搭載硬Ｘ線検出器GSOシンチレータのゲイン履歴補正および
バックグラウンドモデル化の現状
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分 紀秀、牧島 一夫 (東京大学)、鈴木 正信、田代 信 (埼玉大学)、磯部 直樹、寺田 幸功 (理研)、
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昨年 7月に打ち上げられたＸ線天文衛星「すざく」には、硬Ｘ線検出器 (HXD)が搭載されており、10keV～
600keVという広範なエネルギー領域を観測できるのが特徴である。HXDでは感度の高い観測が期待されている
が、中でも 50keV以上の高エネルギー帯を観測するGSOシンチレータでは、バックグラウンドが支配的である
から、これを精度良く除去する必要がある。そのためには、検出器のゲインの時間変動補正とバックグラウンド
のモデル化が重要になる。
GSOのゲインは、機器の温度変化・地磁気異常帯 (SAA)通過時の高圧電源を印加する前後でのゲインの変化・
長期変動の３つに依存する。これらを考慮しゲイン変動を２％以下の精度でモデル化することで、変動を抑える
ことができた。また、バックグラウンドは時間と共に変化しており、主に SAAにおける検出器の放射化によるも
のと、地球磁場の Cut Off Rigidity(COR)によるものがある。単に観測データからブランクスカイのデータを差
し引いただけではバックグラウンドをうまく再現できないことから、モデルを構築しなければならない。そこで
これら時間変動成分を、検出器に入射した荷電粒子数のモニター値、GSOの 450-800keVでのカウント、地球上
における衛星の位置、放射化原子核の時定数を基にしてモデル化を行なっている。本講演では、バックグラウン
ドモデルをいくつかのデータに対して適応したときの現状での再現性について述べ、今後の課題を議論する。


